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福山市立大門中学校区福山市立大門中学校区福山市立大門中学校区福山市立大門中学校区

道徳教育の実践道徳教育の実践道徳教育の実践道徳教育の実践平成２５年度小・中・高等学校道徳教育実践研究事業（文部科学省委託）大 門 中学校大津野 小学校旭 丘 小学校野々浜 小学校
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３ まとめ・児童生徒アンケート結果・教員アンケート結果
４ 次年度へ

１１１１ 中学校区の紹介中学校区の紹介中学校区の紹介中学校区の紹介

大門中学校区は，県東部に

位置し，岡山県との県境にあ

る。

生徒数は，３５８人

児童数は，８４８人

総児童生徒数 １２０６人

大門中学校区 昨年度（Ｈ２４）の研究結果昨年度（Ｈ２４）の研究結果昨年度（Ｈ２４）の研究結果昨年度（Ｈ２４）の研究結果《《《《教員の意識教員の意識教員の意識教員の意識》》》》取組内容は，取組内容は，取組内容は，取組内容は，中学校区の小中教員が，他校に出向き，授業を参観した互いに協議し，道徳教育を学び合った部会では，「育てたい子どもの姿」を検討した「道徳性の育成を図る」という共通認識を持てた小中９年間で教員の気付きは，教員の気付きは，教員の気付きは，教員の気付きは，
２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈１年目の取組１年目の取組１年目の取組１年目の取組〉〉〉〉

昨年度（Ｈ２４）の課題昨年度（Ｈ２４）の課題昨年度（Ｈ２４）の課題昨年度（Ｈ２４）の課題≪≪≪≪児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒≫≫≫≫
「自分にはよいところがある」の肯定的評価

児童生徒の自己肯定感は，児童生徒の自己肯定感は，児童生徒の自己肯定感は，児童生徒の自己肯定感は，
82.1％－％－％－％－58.8％％％％=23.3

小学校 中学校 差Ｈ24.11月に実施した児童生徒アンケートによる

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈１年目の取組１年目の取組１年目の取組１年目の取組〉〉〉〉 昨年度（Ｈ２４）の課題昨年度（Ｈ２４）の課題昨年度（Ｈ２４）の課題昨年度（Ｈ２４）の課題《《《《教員の意識教員の意識教員の意識教員の意識》》》》互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの授業を「見る，見せる」ことで，自らの意見をしっかりもたせることやお互いの意見を尊重する話し合いなど，道徳の時間との関連をもたせた各教科等での指導が不十分であること
２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈１年目の取組１年目の取組１年目の取組１年目の取組〉〉〉〉
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２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈２年目の取組２年目の取組２年目の取組２年目の取組〉〉〉〉

研究主題

豊かな知性，人間性を持ち，

判断力・実践力のある児童・

生徒の育成

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈２年目の取組２年目の取組２年目の取組２年目の取組〉〉〉〉

研究仮説 No．１

中学校区で児童生徒の発達の段階に応

じた「育てたい子どもの姿」を見直し，共

通理解を深め，小中学校が意図的・計

画的に取り組むことで生徒相互及び教

師と児童生徒との信頼関係の強化につ

ながり，児童生徒の道徳性が高まるであ

ろう

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈２年目の取組２年目の取組２年目の取組２年目の取組〉〉〉〉

研究仮説 No．２

道徳の時間を要とし，他教科等と関連さ

せ，実践の場を位置付けた総合単元的

な道徳学習を行うことで，児童生徒の道

徳的な判断力，実践意欲と態度などの

道徳性が高まるであろう

検証方法等項目項目項目項目 方法方法方法方法 目標目標目標目標①道徳の時間の充実②自己肯定感③規範意識
「育てたい子どもの姿」系統図に係るアンケート（中学校区作成） 肯定的評価を昨年度以上本事業で実施するアンケート 研究主題に関する項目の肯定的評価を昨年度以上

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈２年目の取組２年目の取組２年目の取組２年目の取組〉〉〉〉

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈２年目の取組２年目の取組２年目の取組２年目の取組〉〉〉〉

組織

大門中学校 大津野小学校 旭丘小学校 野々浜小学校
校長会：校長拡大：生徒指導主事並びに担当，研究主任事務局：教頭，教務主任 体験活動推進委員会体験活動推進委員会体験活動推進委員会体験活動推進委員会○大津野小教頭同 教務主任同 研究主任各校推進教員道徳推進委員会道徳推進委員会道徳推進委員会道徳推進委員会○野々浜小教頭同 教務主任同 研究主任各校道徳推進教員各校道徳推進教員各校道徳推進教員各校道徳推進教員 生活習慣定着推進委員会生活習慣定着推進委員会生活習慣定着推進委員会生活習慣定着推進委員会○旭丘小教頭同 教務主任同 研究主任各校推進教員

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容〈〈〈〈２年目の取組２年目の取組２年目の取組２年目の取組〉〉〉〉

構想図 （（（（５５５５つのつのつのつの約束約束約束約束のののの具体化具体化具体化具体化））））
校区校区校区校区スタンダードスタンダードスタンダードスタンダード校内研究の交流（（（（互互互互いのいのいのいの授業授業授業授業をををを見見見見る・る・る・る・見見見見せるせるせるせる）））） 小中交流会小中交流会小中交流会小中交流会（（（（文化祭文化祭文化祭文化祭・・・・ソーランソーランソーランソーラン体験体験体験体験））））

豊かな知性，人間性を持ち，判断力・実践力のある児童・生徒
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取組「育てたい子どもの姿」の系統を見直し，共通理解を図り，小中９年間を見通した意図的・計画的な実践総合単元的な道徳学習に位置付けた道徳の時間を交流（見る，見る，見せる）
①②

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈道徳推進道徳推進道徳推進道徳推進委員会委員会委員会委員会〉〉〉〉
取組 ① 「育てたい子どもの姿」系統図校種 区分 学年 個性個性個性個性のののの伸長伸長伸長伸長１－（５）（６）１－（５）（６）１－（５）（６）１－（５）（６） 思いやり・親切思いやり・親切思いやり・親切思いやり・親切２－（２）２－（２）２－（２）２－（２） 公徳心・規則の尊重公徳心・規則の尊重公徳心・規則の尊重公徳心・規則の尊重４－（１）４－（１）４－（１）４－（１）中学校 後期 ３年 自己との対話を深め，自己を肯定的にとらえ，充実した人間としての生き方についての自覚を深める。 思いやりの大切さに気づき，互いの存在を肯定的に受け止め，ともに支え合おうとする自覚を深める。 社会生活の中で守るべき法やきまりを大事にし，社会をよりよくしようとする自覚を深める。２年 自己との対話を深め，自己を肯定的にとらえる。 思いやりの大切さに気づき，自分も他の人も，ともにかけがえのない人間であるということを自覚する。 法やきまりの意義をわきまえ，社会や集団の秩序と規律を，自ら高めていこうとする意欲をもつ。中期 １年 かけがえのない自己を肯定的にとらえる。 思いやりの大切さに気づき，他の人の立場を尊重する。 法やきまりの意義を理解し，遵守することの大切さを自覚する。小学校 高学年 自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。 だれに対しても思いやりの心をもち，相手に立場に立って親切にする。 社会に一員としての自覚をもち，公徳心をもって法やきまりを守り，自他の権利を大切にし進んで義務を果たす。前期 中学年 自分の特徴に気付き，よい所を伸ばす。 相手のことを思いやり，進んで親切にする。 約束や社会のきまりの意義について考え，進んできまりを守る。低学年 自分のよい所に気付く。 幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接し，親切にする。 約束やきまりを守り，みんなが使うものを大切にする。

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈道徳推進道徳推進道徳推進道徳推進委員委員委員委員会会会会〉〉〉〉

取組 ②

総合単元的な道徳学習構想図道徳の時間各教科，特別活動，総合的な学習の時間等 日常活動，家庭・地域との連携
２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈道徳推進道徳推進道徳推進道徳推進委員委員委員委員会会会会〉〉〉〉

合同研修会

事前

板書計画板書計画板書計画板書計画 模擬授業模擬授業模擬授業模擬授業
書く活動書く活動書く活動書く活動 グループ対話グループ対話グループ対話グループ対話中心発問中心発問中心発問中心発問 授業

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈道徳推進部会道徳推進部会道徳推進部会道徳推進部会〉〉〉〉

取組

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈生活習慣定着推進生活習慣定着推進生活習慣定着推進生活習慣定着推進委員委員委員委員会会会会〉〉〉〉児童生徒の発達の段階に応じ，５つの約束（校区リーフレット）の取組を中学校区スタンダードへと発展させる
④検証を通して，成果と課題を明らかにし，次への取組に生かす②発達の段階に応じた目標設定をする①道徳教育を推進する上で，基本的な生活習慣を育てていくために，道徳教育との関連を明らかにする③保護者，地域へ協力を依頼する

実践 合い言葉「学力の土台は生活リズム」項目項目項目項目 めざす子どもの指標めざす子どもの指標めざす子どもの指標めざす子どもの指標 具体的手だて具体的手だて具体的手だて具体的手だて 検証検証検証検証小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 学校 家庭・ＰＴＡ・地域 方法①習慣 早寝・早起き・朝ごはんの習慣を身につける ２１時までに寝る 21時30分までに寝る 21時30分までに寝る 自分に合った睡眠時間を保つ（６時間以上） 保護者への啓発・各便りを発行・学級懇談会で協力依頼児童生徒に指導朝ごはんのよさ生徒指導の徹底３点固定の取組①就寝時刻②起床時刻③学習開始時刻 家庭での声かけ生活リズムの定着 生徒アンケート保護者アンケ－ト学級懇談などで実態調査６時３０分までに起きる朝ごはんを食べる②あいさつ あいさつをする 誰にでも元気よく挨拶をする 誰にでも元気よく挨拶をする＋相手の顔を見て 誰にでも元気よく挨拶をする＋相手の顔を見て＋時と場所に応じて 礼儀正しく時と場に応じた気持ちのよいあいさつ＋自ら進んで＋立ち止まり会釈を 校門でのあいさつ運動委員会・部活動による活動 保護者が積極的にあいさつおはようありがとうPTAあいさつ運動 生徒アンケート保護者アンケ－ト学級懇談，校門などで実態調査③け チャイムを聞いて行動をする チャイムを聞いて行動をする。 時計を見て自分から動く 時計を見て自分から動く３分前に登校 ３点固定①就寝時刻②起床時刻 生活リズムの定着家庭での声か 生徒アンケート朝の学活などで確認
大門中学校区スタンダード大門中学校区スタンダード大門中学校区スタンダード大門中学校区スタンダード２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈生活習慣定着推進生活習慣定着推進生活習慣定着推進生活習慣定着推進委員委員委員委員会会会会〉〉〉〉
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取組

２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈体験活動推進体験活動推進体験活動推進体験活動推進委員委員委員委員会会会会〉〉〉〉
① 行事で小学校と中学校をつなぐ・学区体育祭のソーラン指導・中学校文化祭に小学生が合唱で参加取組の検証・分析③② 取組を，地域や保護者に情報発信・小中共通のたより等
小中合同行事を通して，達成感を味わわせ，自己肯定感の向上を図る 取組月日月日月日月日 内容内容内容内容６月２４日 推進委員会・実施計画，内容の検討８月２２日 中学生が小学生へ指導・運動会での踊り９月２１日 中学校文化祭・小学生が合唱で参加２月 ６日 生徒会による説明会・小学校６年生に中学校生活を紹介

行事で小学校と中学校をつなぐ２２２２ 研究内容研究内容研究内容研究内容 〈〈〈〈体験活動推進体験活動推進体験活動推進体験活動推進委員委員委員委員会会会会〉〉〉〉
中学校３年生が真剣に聴いてくれてうれしかった。ありがとう 他校の歌声を聴くことで、他校の良さを知ることができ、自分もがんばれた。

教えたことを、本番で生かしてくれていたのでうれしかった。先輩のすごさを感じた。「みならいたい。」「がんばりたい。」

児童生徒アンケート

３３３３ まとめまとめまとめまとめ「道徳の時間の勉強はためになると思う」「道徳の時間の勉強はためになると思う」「道徳の時間の勉強はためになると思う」「道徳の時間の勉強はためになると思う」 《肯定的評価》高い水準で維持されている◇ 小学校◇ 中学校５月と１１月を比較すると向上している小学校との差は，ほとんど小学校との差は，ほとんど小学校との差は，ほとんど小学校との差は，ほとんど変わっていない変わっていない変わっていない変わっていない
95 95 96 96.580 84 77.2 83.1

50556065707580
859095100

H24.5 H24.11 H25.5 H25.11
（％） 78 81 86.5 84.373 76 69 74.550556065707580

859095100
H24.5 H24.11 H25.5 H25.11

児童生徒アンケート

３３３３ まとめまとめまとめまとめ 《肯定的評価》Ｈ２４よりＨ２５が向上している◇ 小学校◇ 中学校５月と１１月を比較すると向上している意図的指名によってねら意図的指名によってねら意図的指名によってねら意図的指名によってねらいに迫っていく話合いが不いに迫っていく話合いが不いに迫っていく話合いが不いに迫っていく話合いが不十分である十分である十分である十分である
（％）「道徳の時間では、他の人の考えを聞きながら自分のことについてよく考えている」「道徳の時間では、他の人の考えを聞きながら自分のことについてよく考えている」「道徳の時間では、他の人の考えを聞きながら自分のことについてよく考えている」「道徳の時間では、他の人の考えを聞きながら自分のことについてよく考えている」

児童生徒アンケート

３３３３ まとめまとめまとめまとめ 《肯定的評価》８０％台で維持している小学校中学校H24.11月に６０％を割ったが，H25は向上している80 82 81.4 80.665 59 61.7 66.550556065707580
859095100

H24.5 H24.11 H25.5 H25.11
（％）「自分にはよいところがあると思う」「自分にはよいところがあると思う」「自分にはよいところがあると思う」「自分にはよいところがあると思う」

小中合同行事等の充実を小中合同行事等の充実を小中合同行事等の充実を小中合同行事等の充実を図っていく必要がある図っていく必要がある図っていく必要がある図っていく必要がある
－児童生徒の感想文から－－児童生徒の感想文から－－児童生徒の感想文から－－児童生徒の感想文から－３３３３ まとめまとめまとめまとめしかし，心の栄養は，児童生徒の内面に蓄積されつつある
－－－－大門中学校大門中学校大門中学校大門中学校１１１１年生年生年生年生 「体育祭を終えて」「体育祭を終えて」「体育祭を終えて」「体育祭を終えて」 －－－－チームみんなで一生懸命練チームみんなで一生懸命練チームみんなで一生懸命練チームみんなで一生懸命練習してきたので本番が終わっ習してきたので本番が終わっ習してきたので本番が終わっ習してきたので本番が終わった時のた時のた時のた時の達成感達成感達成感達成感がすごくありまがすごくありまがすごくありまがすごくありました。した。した。した。クラスの団結力も高まりました。クラスの団結力も高まりました。クラスの団結力も高まりました。クラスの団結力も高まりました。私は，私は，私は，私は，人との関わり方やコミ人との関わり方やコミ人との関わり方やコミ人との関わり方やコミュニケーションが大切ュニケーションが大切ュニケーションが大切ュニケーションが大切だと分だと分だと分だと分かりました。話を聞く態度にかりました。話を聞く態度にかりました。話を聞く態度にかりました。話を聞く態度にも気を付けました。も気を付けました。も気を付けました。も気を付けました。－－－－大門中学校大門中学校大門中学校大門中学校２２２２年生年生年生年生 「文化祭を終えて」「文化祭を終えて」「文化祭を終えて」「文化祭を終えて」 －－－－

文化祭は、役者だけでなく文化祭は、役者だけでなく文化祭は、役者だけでなく文化祭は、役者だけでなくほかの大道具の人たちとかほかの大道具の人たちとかほかの大道具の人たちとかほかの大道具の人たちとかもいないと成功できなかったもいないと成功できなかったもいないと成功できなかったもいないと成功できなかったものです。学年全員ものです。学年全員ものです。学年全員ものです。学年全員一人一一人一一人一一人一人が自分の仕事をきちんと人が自分の仕事をきちんと人が自分の仕事をきちんと人が自分の仕事をきちんとやったやったやったやったからこそ成功した文からこそ成功した文からこそ成功した文からこそ成功した文化祭だったと思います。化祭だったと思います。化祭だったと思います。化祭だったと思います。－－－－大門中学校大門中学校大門中学校大門中学校３３３３年生年生年生年生 「文化祭を終えて」「文化祭を終えて」「文化祭を終えて」「文化祭を終えて」 －－－－
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今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果《《《《教員の意識教員の意識教員の意識教員の意識》》》》互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの授業を「見る，見せる」ことで，互いの学校の様子や児童生徒の姿を見ることで，学校の取組を見直す機会となった小中９年間を見据えた授業を進めたい
３３３３ ２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践のまとめまとめまとめまとめ

模擬授業をすることで，教材研究を深めることの大切さが分かった
児童生徒にとって「道徳の時間」が楽しい時間となるよう工夫をしている児童生徒にとって「道徳の時間」が楽しい時間となるよう工夫をしている児童生徒にとって「道徳の時間」が楽しい時間となるよう工夫をしている児童生徒にとって「道徳の時間」が楽しい時間となるよう工夫をしている
中学校区（推進地域）の道徳教育に関する情報交換や研修は充実していると思う中学校区（推進地域）の道徳教育に関する情報交換や研修は充実していると思う中学校区（推進地域）の道徳教育に関する情報交換や研修は充実していると思う中学校区（推進地域）の道徳教育に関する情報交換や研修は充実していると思う

26
今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果《《《《教員の意識教員の意識教員の意識教員の意識》》》》 10430% 20% 40% 60% 80% 100%１１月５月

4120% 20% 40% 60% 80% 100%１１月５月あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない

３３３３ ２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践のまとめまとめまとめまとめ

27
資料分析や発問の構成資料分析や発問の構成資料分析や発問の構成資料分析や発問の構成を十分にすれば，子どもを十分にすれば，子どもを十分にすれば，子どもを十分にすれば，子どもの発言が変わってくるのの発言が変わってくるのの発言が変わってくるのの発言が変わってくるのが実感できたが実感できたが実感できたが実感できた道徳の時間の前後に，道徳の時間の前後に，道徳の時間の前後に，道徳の時間の前後に，学年の教員同士で相談し学年の教員同士で相談し学年の教員同士で相談し学年の教員同士で相談したり、交流したりする時間たり、交流したりする時間たり、交流したりする時間たり、交流したりする時間を持つようになったを持つようになったを持つようになったを持つようになった学年で「道徳の時間の学年で「道徳の時間の学年で「道徳の時間の学年で「道徳の時間の構想」を考える意見を交構想」を考える意見を交構想」を考える意見を交構想」を考える意見を交流し，よりよい授業を目指流し，よりよい授業を目指流し，よりよい授業を目指流し，よりよい授業を目指すことができたすことができたすことができたすことができた 「道徳の時間の構想」を「道徳の時間の構想」を「道徳の時間の構想」を「道徳の時間の構想」を練ったときの道徳の時間練ったときの道徳の時間練ったときの道徳の時間練ったときの道徳の時間は，子どもの反応に対しは，子どもの反応に対しは，子どもの反応に対しは，子どもの反応に対し落ち着いて対応できた落ち着いて対応できた落ち着いて対応できた落ち着いて対応できた

《道徳の時間に関して》今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果《《《《教員の感想教員の感想教員の感想教員の感想》》》》３３３３ ２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践のまとめまとめまとめまとめ

28
今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果今年度（Ｈ２５）の研究成果道徳教育を研究すると児童生徒の発言を聞くようになる児童生徒の発言を待てるようになる周りの子の考えを聞いて，自分なりの考えを発展させる周りの子の考えを聞いて，自分なりの考えを発展させる周りの子の考えを聞いて，自分なりの考えを発展させる周りの子の考えを聞いて，自分なりの考えを発展させる道徳の時間の学びをポジティブに捉え，生活に生かそうとする道徳の時間の学びをポジティブに捉え，生活に生かそうとする道徳の時間の学びをポジティブに捉え，生活に生かそうとする道徳の時間の学びをポジティブに捉え，生活に生かそうとする

３３３３ ２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践の２年間の実践のまとめまとめまとめまとめ

 
 

ご清聴ありがとうございました。


